









































































































26 不胎化介入後の売りオペはな1 日本経済の全体像と論点 ぜ必ず全部売れるのか。
うちナイスQ12日銀はなぜ量的緩和を嫌う
29 景気をさぐるべきミクロ指標2 景気循環、景気指標 で面白いものは？
うちナイスQ15景気の影響はどこで見る？
18 産業再生法は結局既存企業再3 需給ギヤップ、産業再生 生、ベンチャー育成のどちら
うちナイスQ　7 を狙っているのか？
29 低価格下の中で消費が伸びて4 民間消費・企業設備投資 も製造業サイドはどんどん苦
うちナイスQ11しくなる？
25 ブキャナン以前は『たかりの5 財政構造改革 構造』は誰も気がつかなかっ
うちナイスQ　9 たの？
23 信用第一の銀行がなぜ評価損6 金融ビツグ・バン でふっ飛ぶように融資をして
うちナイスQ　7 しまったの？
30 介護産業がいくら発展しても7 社会保障改革 国が丸抱えの一種の『バブル』
うちナイスQ　8 じゃないの？
32 米国の景気拡大を日本も参考8 米国経済 えにすべきだという意見は正
うちナイスQ12しいの？
37 アジア統一や世界統一通貨に9 為替レート、国際金融 すれば便利ではないの？
うちナイスQ18ユーロはなぜ下落したの？
































































































































































































































































国際経済 ぜしないのか。 しい。（通貨制度・財政金融政策の全体 （誤った極端な実学指向）
像への誤解）
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か，さらに基軸通貨の意味等がしっかりと有
機的に結びついて理解される必要がある。本
や座学での勉強が中心になる学生にとっては
かなり難しい課題であるとは言え，常に実際
の資本取引・新聞情報を意識しながら学ぶ，
という姿勢が一層必要になると言える。
4．カードから見られる『理解プレ』
　次に，どちらかと言えばこれまでの経済学
全般にかかわる習熟度が低い学生（簡単に言
えば授業の出席率や勉強態度が過去やや劣っ
ていたと思われる学生）の，経済理論まわり
の『理解プレ』の例を見てみたい。
　図5は，『理解プレ』，つまり経済学の基礎
的理解にやや勘違いや思い込みが見られたQ
カードの内容を経済学の分野別にまとめたも
のである。
　消費や投資の理論では，比較的理解のプレ
は少ないが，それぞれの経済因子の関係，決
定のメカニズムが理解上の難点であるように
見受けられた。人々のマインドが消費を決め
る，所得が消費を決める，貯蓄動機が消費を
決める等の多様なルートがうまく整理できる
よう，学ぶ側・教える側とも心掛ける必要が
あるのかも知れない。
　次に，金融関連では，株式市場，銀行の機
能といった基礎的な実務情報にかなりの欠落
が見られているのが特徴である。株とは何か，
銀行の基礎機能は何かといった話は，学問を
離れても経済学部の卒業生として必ず見につ
けておくべき素養であり，色々な局面で基礎
学習できるような工夫が必要だと言える。
　また，全体的に興味が深く，質問項目も多
い国際経済の分野では，通貨制度・財政金融
政策に関する断片的な知識しかないことによ
って，意外と簡単なことがわからなかったり，
間違った実業志向（ディーラーになりたい，
等）がでてきてしまったりしている，という
のが実感である。
　学習の初期的な段階でこうした『知識のブ
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レ』『理解のプレ』を修正する機会を持たな
ければ，学習ステップが上がるにつれて段々
質問の場はなくなっていく。学生諸君には，
そうした論点を仲間同士で確認しあったり議
論したりするという，通常大学でよく行われ
ているはずの知的活動を強くお奨めしたいと
ころである。
5．受講者アンケート
　では，実際に経済学・日本経済を学んでい
る学生は自らの学問の習熟度・達成感につい
てどのような感触を持っているのであろう
か。「日本経済の現状と課題』では，講義最
終回にアンケートを行ない，『あなたの経済
学に関する勉強状態』『特に未達成感のある
学習分野』について質問した。『勉強状態』
に関する質問では『理論は一応勉強してつも
りだが，実際の経済との結び付きがしっくり
わからない』が44％と一番多く，続いて『大
学の授業はたるい（出席する暇がない）ので
独学しているが，十分理解できない』が28％
を占めた。比較的勉強している学生は実際の
経済と理論の結び付きの部分で苦しみ，比較
的出席・勉強の状態の悪い学生は『学び方』
に悩んでいる，という姿がみてとれる。また，
『経済学は理論・実際ともある程度自信があ
るが，経営・企業戦略等知らない分野が多く，
実力不足を感じる』『実際の経済の動きには
興味があるが，「経済学」が何となく嫌』と
いう答も2割以上見られ，どうも教え方の枠
組みに改良の余地があると学ぶ側の一部は感
じているようだ。
　通常経済学の勉強では，（1＞基礎理論の習得，
（2）応用理論への発展，（3泊分の専門分野を定
めて現実の分析，というステップを踏む場合
が多く，確かにそうした手法の利点も多いの
だが，現在の経済のスピードの速さ，さらに
は経済の主役である企業の経営戦略の多様
化，先鋭化といったことを考えると，おそら
経済学と日本経済の学び方・教え方～講義『日本経済の現状と課題』のQカード分析から（西村）
図6　『日本経済の現状と課題』受講者の習熟度・達成感アンケート
Q1．あなたの経済学と実際の経済に関する勉強の状態に関する説明としてあてはまる
　　　ものを次の中から選んで下さい。　（複数回答可）
A．理論は一応勉強したつもりだが、実際の経済との結び付きがしっ
@　くりわからない。
44％
B．実際の経済の動きには興味があるが、経済学』がなんとなく嫌。 22％
C．大学の講義が難しくてわからなくて独学しているが、十分理解で
@　きない。 17％
D．大学の講義はたるい（出席する暇がない）ので独学しているが、
@　十分理解できない。 28％
E．経済学は理論・実際ともある程度自信があるが、経営・企業戦略
@　等知らない分野が多く、実力不足を感じている。 37％
F．自分としてはほぼ大学での経済学は消化し、満足している。 1％
G．自分は大学での学び方に合わない。 3％
Q2．あなたが特に（勉強してもどうもよくわからないという）未達成感を持っている
　　　経済学の分野は次のうちどれですか。2年生はすでに学んだものの中から答えて
　　　下さい。　（複数回答可）
A．投資・消費・利子率・失業率等のマクロ理論 17％
B．価格、数量、資源配分にかかわるミクロ理論 22％
C．為替レート、貿易にかかわる国際経済学 50％
D．マネーサプライ、金利、ポートフォリオ等金融理論 89％
E．財政政策、社会保障等公的部門の経済学 22％
F．外部経済・不経済、循環型社会など環境経済学 33％
Q3．自分の未達成感を解消する観点から、『こんな授業（あるいは新企画）があれば良
　　　い』という意見があれば自由に提案してみて下さい。
・現実に起きている経済動向をトピックに、『なぜそうなったか』の説明を中心に説
き明かすような授業
・現実問題を説明してもらえる授業
・財政学の補講（99／12実施）のように、一つのトピックについてたくさんの先生が論
　じ、学生が比較、思考できる授業
・毎授業テストがあって、学年末はない、という毎回自分のステップアップが確認で
きるような授業
・早い段階から少人数のゼミ形式の授業を増やしてほしい。
・最新のトピックスを理論的に教えてくれる授業
・理論系の講義と現代経済系の講義をセットにして教えるようなシステム
・現在大教室でやっている授業の担当を数人の先生にして、学生が選び、少人数での
準ゼミ型授業にしてはどうか。
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く従来の手法に加えて，
●現実の経済・社会と経済学の相互干渉，
　関連を常に意識すること
●経済学・経営学の垣根をより低くして経
　済学と『企業活動』を近づけること
　といった工夫がおそらく学ぶ側にも，教え
る側にも必要になってきているのではないだ
ろうか。『日本経済の現状と課題』は主に経
済学科の学生が履修したが，現在もB本経済
をヴィヴィッドに解説しようとすれば，金融
への異業種からの参入，産業界全体の『選択
と集中』等については，例えばポーター経営
学に代表される『競争優位』『ポジショニン
グ』『コア・コンピタンス』の概念等を持ち
出すことが必要となる場合も多かったのは良
い例だと言える。
6．まとめ（学び方，教え方への示唆）
　以上，『日本経済の現状と課題』講義で集
められたQカード，受講者アンケートの結果
をもとに，現在の本学の経済学部（経済学科）
の学習傾向，知識習得傾向を習得し，学び
方・教え方のヒントを列挙してみた。あえて
全体の傾向を3つにまとめてみると，
（1）基本的に理論フレーム（均衡や裁定）
　と現実の経済を結び付けるシステム的
　な理解を重視する必要がある。
（2）特に現代経済のメイン・トピックであ
　る国際分野・金融分野に速くから興味
　を持ち，理論・実経済バランスよく勉
　強することが有用だ。
（3＞経済の主役であり，21世紀に向けて
　ダイナミックな変革を見せている企業
　の競争戦略，組織の意思決定といった
分野に経済学科の学生も興味を持つ必
要がある。
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　といったことになる。（1＞経済学の理論の学
習と体得，（2）実際の日本経済に対する構造理
解，（3＞経済の大きな担い手であり，大部分の
学生の就職先でもある「企業」のダイナミズ
ムと戦略への洞察力，という3つの事柄は，
経済とビジネスの変動スピードが増している
今日，より密接に学ばれ，教えられる必要性
が高まっている。本稿をお読みになった学び
手，教え手のみなさんに少しでもそうした示
唆が与えられ，良き『学び方』「教え方』に
向けた一石となったことを期待したい。最後
になったが，本稿の作成にあたって多大な貢
献をいただいた『日本経済の現状と課題』の
受講者のみなさんにこの場を借りて厚く御礼
申し上げるところである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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